
Ⅰ期：集団としての自覚（４月～６月）のまとめの時へ

大内小学校では、１年間をⅣ期に分けて経営目標を立て、取り組んでいます。そして、期ごと

に取組状況を評価し、次期の学校経営に生かすようにしています。

Ⅰ期の具体的な目標は以下の通りです。６月はⅠ期のまとめの時期、終了まであと１ヶ月です。

Ⅰ期の目標が達成できるように、学校全体で取り組んでいきます。

学習指導：学習の仕方や約束を身に付け、進んで学習に取り組もう

（学習の約束の定着、学習環境の整備、家庭学習への意欲的な取組など）

生徒指導：みんなで気持ちよく生活しよう

（校内外の約束の確認と定着、あいさつ運動、基本的な生活習慣の確立）

特別活動：みんなが楽しく活動できる計画作りをしよう

（児童会、学級組織の確立）

５年生 田植え作業体験
５月１９日に「田植え作業体験」を行いました。最初に、実際の今の田植えについての説明を

五平農園の佐々木さんからしていただきました。田植え機まで、苗箱を運んで田植え機にセット

しだり、苗箱を片付けたり、作業にたくさん関わらせていただきました。社会科では米作りの一

連の作業について、学習します。実際に体験することで、実感を伴った学習になりました。貴重

な体験をさせていただき、ありがとうございました。

【教育目標】自ら考え 判断し 明日を創る子どもの育成

由利本荘市立大内小学校 校長室から
令和５年５月２６日 Ｎｏ．８
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５／２４ 避難訓練（地震想定）
避難訓練を２４日に行いました。子どもたちは「おさない・かけない・

しゃべらない・もどらない」に気を付けて真剣に訓練に参加しました。

避難訓練をしている様子をご覧になった大内分署の皆さんから、「真剣に

参加していてよかった」とお褒めの言葉をいただきました。

災害はいつやってくるか分かりません。「こんな時はこうしよう」「家

から近い避難場所は」等々、確認をしておきましょう。

※ 諸般の事情により変更することがあり

ますことを予めお含みおきください。

１日(木) 花壇活動 安全日 １３日(火) 耳鼻科検診

２日(金) 壮行会(陸上) ２０日(火) 心電図検査(１・４・６年)

５日(月) 家庭学習レベルアップ週間(～９日) ２１日(水) 内科検診(全校) クラブ

採血検査(５年) ２２日(木) 全校チャレンジテスト(計算)

６日(火) 全校チャレンジテスト(漢字) ２３日(金) 教科等訪問

７日(水) みんなの登校日 体力テスト クラブ ２６日(月) 委員会活動

１年ＰＴＣＲ モアレ検査（５年）

８日(木) 歯科検診(全校) ２９日(木) 代表委員会

１２日(月) 進んで発表週間(～１６日) ３０日(金) 小中合同あいさつ運動

図書委員会読み聞かせ(～１６日) 読み聞かせ

小中子ども会議(オンライン)

行事予定

今年は日本海中部地震から４０年が経ちます。

私は海辺で育ちました。その当時、日本海では津波は起きないと言われていたので、子

どもたちもそのことを知っておりました。

ある年の子ども会行事で、集落のお年寄りから話を聞く機会がありました。子どもの頃

の記憶ですので、不確かな部分や記憶違いもあると思いますが、内容はこのようなもので

した。

「昔、大きな地震が起き津波が発生した。集落の沖を通っていた大阪の船が、津波と共に

流され、川を遡り、転覆しそうになった。しかし、流された先にあった神社の鳥居に綱

を巻き付け、船員が命拾いをした。船の持ち主がとても感謝し、石の鳥居を寄贈してく

れた。この神社の２つめの鳥居が寄贈してくれたものだ。日本海には大津波は起きない

と言い伝えがあるけれど、そんなことはない。大きな津波が起きることがあるんだよ。」

その鳥居は、集落の山の山頂にある神社のもので、山の中腹にありました。そのことか

ら、津波が大きいものであったことが分かります。話を聞いたときには「津波は起きるん

だ」と、とても驚いたのですが、日本海中部地震が起きるまで、忘れていた記憶でした。

日本海中部地震では、「日本海では起きない」と言われていた津波が起き、多くの方が

犠牲になりました。「災害は起きない」という確証はありません。普段から備えることが

大切です。様々なことを想定して「備えあれば憂いなし」としたいものです。


